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告　
　
　

示

○
平
成
二
十
九
年
度
山
梨
県
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
の
公
表	

一

○
平
成
二
十
九
年
度
山
梨
県
公
営
企
業
会
計
の
決
算
の
公
表	

二
八

　
　
　
　
　
　

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
三
百
六
十
七
号

　

平
成
三
十
年
十
二
月
定
例
県
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
平
成
二
十
九
年
度
山
梨
県
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
並
び
に
当
該
決
算
に
係
る
監
査
委
員
の
意
見
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

	

山
梨
県
知
事	
後　
　

藤　
　
　
　
　

1

　

決
算
認
定
に
係
る
議
会
の
議
決　

認
定

2

　

平
成
29年

度
山
梨
県
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
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書
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平
成
29年
度
山
梨
県
母
子
父
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寡
婦
福
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資
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特
別
会
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入
歳
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決
算
書
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平
成
29年
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山
梨
県
中
小
企
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近
代
化
資
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特
別
会
計
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入
歳
出
決
算
書
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7

　

平
成
29年
度
山
梨
県
農
業
改
良
資
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特
別
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歳
入
歳
出
決
算
書



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
六
号　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

一
四



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
六
号　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

一
五

8
　

平
成
29年
度
山
梨
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梨
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11　
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梨
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資
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書
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平
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事
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特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
六
号　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日
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二

14　

平
成
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度
山
梨
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公
債
管
理
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
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山
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平
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15　
監
査
委
員
の
意
見

平
成
30年

9月
14日

　
　

山
梨
県
知
事

　

後　
　
藤　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　
殿

山
梨
県
監
査
委
員　

佐　
　
藤　
　
佳　
　
臣　
　
　

山
梨
県
監
査
委
員　

小　
　
泉　
　
久　
　
司　
　
　

山
梨
県
監
査
委
員　

安　
　
本　
　
美　
　
紀　
　
　

山
梨
県
監
査
委
員　

杉　
　
山　
　
　
　
　
肇　
　
　

平
成
29年
度
山
梨
県
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
意
見
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
2
3
3条
第
2
項
の
規
定
に
基
づ
き
審
査
に
付
さ
れ
た
平
成
29年

度
山
梨
県
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果、　

次
の
と
お
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す。　 　

平
成
29年
度
歳
入
歳
出
決
算
審
査
意
見
書

第
1　
審　

査　
の　

対　
象

平
成
29年

度
平
成
29年

度
平
成
29年

度
平
成
29年

度
平
成
29年

度
平
成
29年

度
平
成
29年

度
平
成
29年

度
平
成
29年

度
平
成
29年

度
平
成
29年

度
平
成
29年

度
平
成
29年

度

山
梨

県
一

般
会

計
山
梨
県
恩
賜
県
有
財
産
特
別
会
計

山
梨
県
災
害
救
助
基
金
特
別
会
計

山
梨
県
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
特
別
会
計

山
梨
県
中
小
企
業
近
代
化
資
金
特
別
会
計

山
梨
県
農
業
改
良
資
金
特
別
会
計

山
梨
県
市
町
村
振
興
資
金
特
別
会
計

山
梨
県
県
税
証
紙
特
別
会
計

山
梨
県
集
中
管
理
特
別
会
計

山
梨
県
商
工
業
振
興
資
金
特
別
会
計

山
梨
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
特
別
会
計

山
梨
県
流
域
下
水
道
事
業
特
別
会
計

山
梨
県
公
債
管
理
特
別
会
計

第
2　

審　
査　

の　
期　

間
　
平
成
30年

8月
16日
か
ら
平
成
30年

9月
13日

ま
で



山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
五
十
六
号　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

二
五

第
3　

審　
査　

の　
手　

続
　
　
審
査
に
当
た
っ
て
は、

　
　
1　

決
算
の
計
数
は、 　

附
属
書
類、　

諸
帳
票、　

証
拠
書
類
等
と
符
合
し
正
確
で
あ
る
か。　

　
　
2　

予
算
の
執
行
は、　

議
決
の
趣
旨
に
沿
っ
て
適
正
か
つ
効
果
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か。

　
　
3　

財
務
に
関
す
る
事
務
は、　

財
務
規
則、　

関
係
法
令
等
に
適
合
し
て
公
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か。

　
　
4　

財
産
の
取
得、　

管
理
及
び
処
分
は、　

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か。

　

�

　
な
ど
の
諸
点
に
主
眼
を
お
き、 　

決
算
報
告
書、 　

附
属
書
類、 　

諸
帳
票、 　

証
拠
書
類
等
を
精
査
照
合
す
る
と
と
も
に、 　

関
係
職
員
か
ら
概
況
を
聴
取
し、 　

併
せ
て
定
例
監
査
及
び
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
を

踏
ま
え
決
算
審
査
を
行
っ
た。 　

第
4　

決　
算　

の　
状　
況

1　
決
算
規
模

　
　
一
般
会
計
の
歳
入
額
は
4,588億

1,357万
5,902円

で、　
前
年
度
と
比
較
し
て
0.7％

減
少
し、　

歳
出
額
は
4,515億

1,999万
726円

で、　
前
年
度
と
比
較
し
て
1.0％

減
少
し
て
い
る。

　

�

　
恩
賜
県
有
財
産
特
別
会
計
ほ
か
11の

特
別
会
計
の
歳
入
額
は
2,933億

7,923万
112円

で、 　
前
年
度
と
比
較
し
て
2.2％

減
少
し、 　

歳
出
額
は
2,823億

1,272万
4,151円

で、 　
前
年
度
と
比
較
し
て
2.3％

減
少
し
て

い
る。

2　
決
算
収
支

　

�

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
差
引
額
で
あ
る
形
式
収
支
は
72億

9,358万
5,176円、　

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
26億

1,562万
9,966円

で、　
共
に
黒
字
と
な
っ
た。

�

　

�

　
ま
た、　

実
質
収
支
か
ら
前
年
度
の
実
質
収
支
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
は
3億
8,622万

3,221円
の
黒
字
と
な
り、 　

財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
25億

1,188万
2,947円

を
加
算
し、 　

財
政
調
整
基
金
の
取
崩
25

億
円
を
差
し
引
い
た
実
質
単
年
度
収
支
も、　

3億
9,810万

6,168円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る。

　

��

　
特
別
会
計
の
形
式
収
支
は
110億

6,650万
5,961円、 　

実
質
収
支
は
105億

9,558万
1,898円

で、　
共
に
黒
字
と
な
っ
て
い
る
が、 　

単
年
度
収
支
及
び
実
質
単
年
度
収
支
は、 　

1億
6,856万

5,025円
の
赤
字
と
な
っ

て
い
る。

第
5　
審
査
の
結
果
及
び
意
見

　

�

　
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
は、 　

附
属
書
類、 　

諸
帳
票、 　

証
拠
書
類
及
び
指
定
金
融
機
関
等
の
残
高
証
明
書
の
計
数
と
合
致
し
て
お
り、 　

ま
た、 　

予
算
の
執
行、 　

財
務
に
関
す
る
事
務
及
び
財
産
の
管

理
は、 　

概
ね
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た。

　

�

　
一
方、　

以
下
に
記
載
す
る
各
項
目
に
お
い
て
述
べ
る
よ
う
に、　

留
意
又
は
改
善
す
べ
き
事
項
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で、　

こ
れ
ら
に
適
切
に
対
処
し、　

よ
り
一
層、　

効
率
的、　

効
果
的
な
財
政
運
営
を
心
が
け、

県
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い。

1　
一
般
会
計
に
つ
い
て

（1

）歳　
入

　
　
①　

歳
入
決
算
額
は、　

前
年
度
と
比
較
し
て
31億

5,040万
4,990円

（0.7％

）の
減
と
な
っ
て
い
る。

　
　
　

�

　
こ
れ
は
主
に、　

県
債
が
23億

4,960万
円、　

県
税
が
8億
3,528万

6,686円、　
地
方
交
付
税
が
2億
7,943万

3,000円、　
国
庫
支
出
金
が
7億
7,883万

6,597円、　
財
産
収
入
が
7億
4,409万

3,907円、　
繰
越
金
が

2億
5,211万

6,496円
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る。

　
　
　

�

　
ま
た、　

歳
入
状
況
を
自
主
財
源
と
依
存
財
源
で
み
る
と、　

歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合
は、　

自
主
財
源
が
42.8％、　

依
存
財
源
が
57.2％

と
な
っ
て
お
り、　

自
主
財
源
比
率
は
前
年
度
と
比
較
し
て
0.2ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る。
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二
六

　
　
　
　
今
後
の
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は、　

安
定
し
た
自
主
財
源
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る。

　
　
　

�

　
こ
の
た
め、　

県
税
の
徴
収
率
向
上
に
向
け
た
対
策
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に、　

新
産
業、　

成
長
産
業
の
集
積
や
企
業
立
地
の
促
進、　

観
光、　

農
林
業
の
振
興
な
ど、　

税
収
の
増
加
に
つ
な
が
る
施
策

を
積
極
的
に
推
進
す
る
な
ど、　

引
き
続
き
自
主
財
源
の
充
実
に
努
め
ら
れ
た
い。

　
　
②

�

　
県
債
発
行
額
は、　

臨
時
財
政
対
策
債
が
12億

8,640万
円、　

一
般
補
助
事
業
債
が
6億
5,300万

円
増
加
し
た
も
の
の、　

減
収
補
塡
債

（特
例
分

）が
30億

7,000万
円、　

単
独
事
業
債
が
13億

8,100万
円
減

少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り、　

前
年
度
と
比
較
し
て
23億

4,960万
円
減
少
し
て
い
る。

　
　
　

�

　
平
成
29年

度
末
の
県
債
残
高
は、 　

国
の
地
方
財
政
計
画
に
基
づ
く
臨
時
財
政
対
策
債
が
微
増
し
た
も
の
の、　

行
政
需
要
に
対
応
し
た
計
画
的
な
県
債
発
行
に
よ
り、　

前
年
度
か
ら
120億

2,642万
4,058円

減
少
し、　

9,618億
4,770万

862円
と
な
っ
て
い
る。

　
　
　

�

　
平
成
26年
度
以
降、 　

県
債
残
高
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が、　

多
額
の
県
債
残
高
は、　

後
年
度
の
財
政
負
担
と
な
り、　

財
政
の
硬
直
化
を
招
く
要
因
と
も
な
る
こ
と
か
ら、　

引
き
続
き
県
債
残
高
の
着
実
な
削

減
を
図
ら
れ
た
い。

　
　

③　
収
入
未
済
額
は
27億

9,695万
2,245円

で、　
前
年
度
と
比
較
し
て
7,240万

5,371円
で

（2.5％

）減
少
し
て
い
る。

　
　
　

�

　
こ
れ
は、　

県
税
以
外
の
収
入
未
済
額
が、　

前
年
度
と
比
較
し
て
1億
3,023万

2,437円
増
加
し
た
も
の
の、　

県
税
の
収
入
未
済
額
が、　

前
年
度
と
比
較
し
て
2億
86万

6,708円
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る。

　
　
　
　
県
税
の
収
入
未
済
額
は
15億

1,863万
4,577円

で、　
そ
の
主
な
も
の
は、　

個
人
県
民
税
10億

6,745万
4,323円、　

不
動
産
取
得
税
2億
1,825万

9,773円
及
び
自
動
車
税
1億
3,004万

6,092円
で
あ
る。

　
　
　

�

　
ま
た、　

県
税
以
外
の
収
入
未
済
額
は
12億

5,609万
5,377円

で、　
そ
の
主
な
も
の
は、　

県
営
住
宅
使
用
料
3億
6,357万

6,960円、　
違
約
金
及
び
延
納
利
息
2億
7,460万

8,825円、　
産
業
廃
棄
物
処
理
に
係

る
行
政
代
執
行
費
用
1億
9,282万

3,322円
及
び
河
川
内
土
砂
撤
去
費
等
に
係
る
不
当
利
得
返
還
請
求
額
1億
5,591万

7,035円
で
あ
る。

　
　
　

�　

収
入
未
済
の
縮
減
に
向
け、　

地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構
に
よ
る
共
同
滞
納
整
理
な
ど
県
と
市
町
村
が
連
携
し
た
徴
収
対
策
に
よ
り、　

個
人
県
民
税
の
収
入
未
済
が
前
年
度
と
比
較
し
て
1億
8,417万

8,155円
減
少
す
る
な
ど
の
効
果
が
見
ら
れ
る
も
の
の、　

収
入
未
済
の
総
額
は、　

依
然
と
し
て
多
額
で
あ
る。

　
　
　

�

　
今
後
と
も、　

新
た
な
未
収
金
の
発
生
を
防
止
す
る
と
と
も
に、　

地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構
の
取
組
を
進
め
る
ほ
か、　

法
令
や
山
梨
県
滞
納
債
権
処
理
方
針
等
に
基
づ
き、　

収
入
未
済
の
解
消
に
な
お
一

層
努
め
ら
れ
た
い。

（2

）歳　
出

　
　
①

�

　
歳
出
決
算
額
は、　

前
年
度
と
比
較
し
て
44億

6,850万
3,949円

（1.0％
）の

減
と
な
っ
て
い
る。

　
　
　

�

　
こ
れ
は
主
に、　

民
生
費
が
25億

7,562万
8,307円、　

基
金
積
立
金
の
増
な
ど
に
よ
り
諸
支
出
金
が
17億

4,401万
8,891円、　

土
木
費
が
11億

3,181万
9,957円

増
加
し
た
も
の
の、　

農
林
水
産
業
費
が
46億

9,316万
5,288円、　

商
工
費
が
45億

2,150万
6,256円、　

公
債
費
が
13億

7,034万
4,892円

減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る。

　
　
　
　
性
質
別
決
算
状
況
を
み
る
と、　

行
政
経
費
は
2,383億

5,784万
5千
円
で、　

前
年
度
と
比
較
し
て
68億

8,111万
2千
円

（2.8％

）減
少
し
た。

　
　
　
　
こ
れ
は
主
に、　

人
件
費
の
減
少
や
前
年
度
の
県
林
業
公
社
廃
止
に
伴
う
補
助
費
の
減
少
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る、　

ま
た、　
構
成
比
は
52.8％

と
前
年
度
よ
り
1.0ポ

イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る。

　
　
　
　
投
資
的
経
費
は
876億

7,868万
3千
円
で、　

前
年
度
と
比
較
し
て
62億

1,583万
3千
円

（7.6％
）増

加
し
た。

　
　
　
　
こ
れ
は、　

普
通
建
設
事
業
費
の
う
ち
単
独
事
業
費
の
増
加
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る。　

ま
た、　

構
成
比
は
19.4％

と
前
年
度
よ
り
1.5ポ

イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る。

　
　
　
　
公
債
費
は
841億

7,721万
3千
円
で、　

前
年
度
と
比
較
し
て
13億

7,986万
6千
円

（1.6％

）減
少
し、　

構
成
比
は
18.6％

と
前
年
度
よ
り
0.2ポ

イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る。

　
　
　
　
こ
れ
は、　

臨
時
財
政
対
策
債
等
を
除
く
通
常
の
県
債
等
残
高
の
計
画
的
な
削
減
を
行
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る。

　
　
　
　
今
後
と
も、　

人
件
費
や
公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
の
適
切
な
管
理
に
努
め、　

財
政
の
硬
直
化
の
抑
制
を
図
ら
れ
た
い。

　
　
②　

翌
年
度
繰
越
額
は
100事

業、　
441億

6,103万
2,307円

で、　
前
年
度
と
比
較
し
て
5事
業
減
少
し
て
い
る
が、　

繰
越
額
は
126億

9,820万
968円

（40.4％

）増
加
し
て
い
る。

　
　
　
　
こ
れ
は
主
に、　

国
の
経
済
対
策
に
呼
応
し
て
補
正
予
算
に
計
上
し
た
緊
急
道
路
整
備
費
や
通
常
砂
防
事
業
費
等
の
公
共
事
業
費
の
繰
越
額
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る。

　
　
　
　
内
訳
は、　

継
続
費
逓
次
繰
越
2事
業、　

3億
9,637万

1,000円、　
繰
越
明
許
費
86事

業、　
420億

9,395万
2,431円、　

事
故
繰
越
12事

業、　
16億

7,070万
8,876円

で
あ
る。
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今
後
と
も、　

計
画
的
な
執
行
に
努
め
る
と
と
も
に、　

繰
越
に
係
る
事
業
に
つ
い
て
も、　

事
業
効
果
の
早
期
発
現
が
図
ら
れ
る
よ
う
迅
速
か
つ
効
率
的
な
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い。

　
　
③

�

　
不
用
額
は
157億

3,452万
9,306円

で、　
そ
の
主
な
も
の
は、　

商
工
費
が
73億

191万
766円、　

教
育
費
が
26億

4,932万
7,264円

で
あ
り、　

前
年
度
と
比
較
し
て
16億

4,647万
5,651円

（11.7％

）増
加
し

て
い
る。

　
　
　

�

　
不
用
額
に
つ
い
て
は、　

こ
こ
数
年
は
150億

円
前
後
で
推
移
し
て
い
る
が、　

今
後
と
も、　

事
業
の
計
画
的
な
執
行
に
努
め
る
と
と
も
に、　

事
業
の
進
捗
状
況
を
的
確
に
把
握
し、　

適
切
な
予
算
計
上
に
努

め
る
な
ど、　

引
き
続
き、　

財
源
の
有
効
活
用
に
留
意
さ
れ
た
い。

2　
特
別
会
計
に
つ
い
て

　
　
①

�

　
恩
賜
県
有
財
産
特
別
会
計
ほ
か
11会

計
の
歳
入
総
額
は、　

2,933億
7,923万

112円
で、　

前
年
度
と
比
較
し
て
66億

4,507万
5,044円

（2.2％

）の
減
と
な
っ
て
お
り、　

歳
出
総
額
は、　

2,823億
1,272万

4,151円
で、　

前
年
度
と
比
較
し
て
67億

3,874万
6,338円

（2.3％

）の
減
と
な
っ
て
い
る。

　
　
②　

歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
歳
入
歳
出
差
引
額
は、　

110億
6,650万

5,961円
で、　

前
年
度
と
比
較
し
て
9,367万

1,294円

（0.9％

）の
増
と
な
っ
て
い
る。

　
　
③　

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
4億
7,092万

4,063円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は、　

105億
9,558万

1,898円
で、　

前
年
度
と
比
較
し
て
1億
6,856万

5,025円

（1.6％

）減
少
し
て
い
る。

　
　
④

�

　
不
納
欠
損
額
の
総
額
は、　

705万
9,500円

で、　
前
年
度
と
比
較
し
て
皆
増
し
て
い
る。　

こ
れ
は、　

中
小
企
業
近
代
化
資
金
特
別
会
計
に
係
る
小
規
模
企
業
者
等
設
備
導
入
資
金
貸
付
金
償
還
金
の
う
ち、

　
回
収
不
能
と
な
っ
た
一
部
の
債
権
に
つ
い
て、　

平
成
30年

2月
議
会
の
議
決
を
受
け
て
不
納
欠
損
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る。

　
　
　

�

　
ま
た、　

収
入
未
済
額
の
総
額
は、　

4億
2,238万

3,384円
で、　

前
年
度
と
比
較
し
て
1,507万

488円

（3.4％

）減
少
し
て
い
る。　

こ
れ
は
主
と
し
て、　

前
述
の
不
納
欠
損
処
分
等
に
よ
り
中
小
企
業
近
代
化

資
金
特
別
会
計
の
収
入
未
済
額
が
777万

9,500円
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る。

　
　
　

�

　
今
後
と
も、　

法
令
や
山
梨
県
滞
納
債
権
処
理
方
針
等
に
基
づ
き、　

収
入
未
済
額
の
解
消
に
取
り
組
む
と
と
も
に、　

滞
納
初
期
に
お
い
て
き
め
細
か
な
状
況
把
握
や
交
渉
を
行
う
な
ど、　

新
た
な
未
収
金
の

発
生
防
止
に
努
め
ら
れ
た
い。

　
　

⑤　
各
会
計
の
実
質
収
支
額
の
総
額
は
105億

9,558万
1,898円

と、 　
前
年
度
と
比
較
し
て
1億
6,856万

5,025円
減
少
し
て
い
る。

　
　
　
　
特
別
会
計
内
に
留
保
し
て
い
る
資
金

（実
質
収
支
額

）に
つ
い
て
は、 　

財
源
の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら、 　

必
要
に
応
じ
て
一
般
会
計
に
繰
り
出
す
な
ど、 　

予
算
管
理
と
執
行
に
留
意
さ
れ
た
い。

3　
財
産
に
つ
い
て

　
　
①

�

　
普
通
財
産
に
係
る
未
利
用
地
に
つ
い
て
は、　

平
成
29年

度
に
お
け
る
増
減
は
な
く、　

22件、　
6万
9,751.67㎡

が
残
さ
れ
て
い
る。　

未
利
用
地
の
有
効
利
用
の
推
進
に
引
き
続
き
努
力
さ
れ
た
い。

　
　
②

�

　
公
共
事
業
に
伴
う
取
得
用
地
に
つ
い
て
は、　

当
該
年
度
未
登
記
筆
数
が
252筆

と、　
前
年
度
の
172筆

に
比
べ
て
80筆

増
加
し
て
い
る
が、　

年
度
末
の
登
記
申
請
事
務
が
年
度
内
に
完
了
し
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
に
よ
る
も
の
で、　

順
次
登
記
の
手
続
が
進
め
ら
れ
て
い
る。　

過
年
度
未
登
記
筆
数
は
平
成
29年

度
末
累
積
で
2,376筆

と、　
前
年
度
の
2,574筆

に
比
べ
て
198筆

減
少
し
て
い
る。

　
　
　

�

　
取
得
用
地
の
登
記
に
つ
い
て
は、　

「過
年
度
未
登
記
処
理
方
針

」を
策
定
し、　

未
登
記
の
解
消
に
努
め
て
お
り、　

こ
こ
数
年
で
着
実
に
減
少
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が、　

依
然
と
し
て
多
く
の
未
登
記

筆
が
残
さ
れ
て
い
る。 　

県
有
財
産
の
適
正
管
理
の
観
点
か
ら、　

未
登
記
の
解
消
に
向
け
努
力
さ
れ
た
い。

　
　
③

�

　
財
産
に
つ
い
て
は、 　

公
有
財
産
事
務
取
扱
規
則
に
よ
り、 　

購
入

（取
得

）、 　
処
分、 　

貸
付、 　

行
政
財
産
の
使
用
許
可
及
び
財
産
の
借
受
に
当
た
っ
て
は、 　

直
ち
に
移
動
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が、 　

昨
年
度
に
実
施
し
た
監
査
に
お
い
て
は、 　

公
有
財
産
台
帳
又
は
借
受
財
産
台
帳
に
正
し
く
登
録
さ
れ
て
い
な
い
事
例
が
11件

あ
っ
た。

　
　
　
　
財
産
の
的
確
な
把
握
は、 　

財
産
管
理
の
基
本
で
あ
る
こ
と
か
ら、 　
適
切
な
事
務
の
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い。

4　
今
後
の
行
財
政
運
営

　

�

　
平
成
29年
度
決
算
に
お
け
る
本
県
の
財
政
状
況
は、　

歳
出
が
減
少
す
る
一
方、　

歳
入
も
減
少
し、　

財
政
調
整
基
金
を
25億

円
取
り
崩
す
な
ど
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り、 　

財
政
の
中
期
見
通
し
に
お
い

て
も、　

歳
入
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
め
な
い
一
方
で、　

歳
出
は、　

介
護
保
険
関
係
経
費
や
高
齢
者
医
療
費
な
ど
社
会
保
障
に
係
る
費
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る。

　

�

　
こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で、　

活
力
あ
る
や
ま
な
し
の
実
現
に
向
け
た
産
業
の
活
性
化、　

観
光
の
振
興、　

少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
子
育
て
環
境
の
整
備、 　

医
療
・
福
祉
の
充
実、 　

更
に
は、 　

安
全
安
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梨
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平
成
三
十
年
十
二
月
定
例
県
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
平
成
二
十
九
年
度
山
梨
県
公
営
企
業
会
計

の
決
算
及
び
当
該
決
算
に
係
る
監
査
委
員
の
意
見
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
八
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

心
な
県
土
づ
く
り
を
支
え
る
社
会
資
本
の
整
備
な
ど、　

各
般
の
施
策
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る。

　

��

　

�今
後
と
も、　

こ
う
し
た
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め、　

県
税
な
ど
自
主
財
源
の
充
実、　

未
収
金
対
策
の
充
実
強
化
な
ど
こ
れ
ま
で
以
上
の
財
源
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に、 　

県
民
や
時
代
の
ニ

ズ
　
を
的
確
に
把
握
し、　

施
策
・
事
業
の
重
点
化
を
図
る
な
ど
歳
入
歳
出
両
面
に
渡
っ
て
徹
底
し
た
見
直
し
に
努
め
ら
れ
た
い。

　
　
更
に、　

今
後
の
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
向
け、　

次
の
事
項
に
つ
い
て
も
十
分
に
留
意
さ
れ
た
い。

　
　
①　

地
方
公
会
計
制
度
へ
の
対
応
と
財
務
書
類
の
活
用

　
　
　
　
平
成
30年

3月、　
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
財
務
書
類
と
し
て、　
道
路
な
ど
の
公
共
用
財
産
の
固
定
資
産
台
帳
が
整
備
さ
れ、　

貸
借
対
照
表
な
ど
の
財
務
書
類
が
作
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る。

　
　
　

�

　
今
後
は、　

財
務
書
類
の
活
用
方
法
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に、　

資
産
・
負
債
の
状
況
を
は
じ
め、　

行
政
コ
ス
ト
な
ど
の
財
務
情
報
を
分
か
り
や
す
く
発
信
し、　

行
財
政
運
営
に
対
す
る
県
民
の
理
解
促

進
に
努
め
ら
れ
た
い。

　
　
②　

公
共
施
設
の
有
効
利
用
と
長
寿
命
化
計
画
の
推
進

　
　
　

�

　
ト
ン
ネ
ル、　

橋
り
ょ
う、　

公
園
な
ど
の
社
会
資
本
の
長
寿
命
化
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に、　

「公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

」を
踏
ま
え
た
公
共
施
設
ご
と
の
個
別
計
画
を
作
成
し、　

計
画

的、　
効
率
的
な
改
修
等
に
よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
と、　

施
設
の
有
効
活
用
に
取
り
組
ま
れ
た
い。

　
　
③　

基
金
の
的
確
な
活
用
と
効
率
的
な
運
用

　
　
　

�

　
財
政
調
整
基
金、　

県
債
管
理
基
金
及
び
公
共
施
設
整
備
等
事
業
基
金
の
主
要
3基
金

（平
成
29年

度
末
残
高

：884億
2,071万

9,199円

）に
つ
い
て、　

財
政
負
担
の
平
準
化
や
将
来
の
財
政
需
要
へ
の
対

応
な
ど、　

基
金
の
設
置
目
的
や
財
政
状
況
に
応
じ
た
的
確
な
活
用
に
努
め
ら
れ
た
い。

　
　
　

�

　
ま
た、　

日
本
銀
行
の
金
融
緩
和
策
の
継
続
に
よ
り、　

金
利
水
準
が
低
位
で
推
移
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
状
況
下
に
お
い
て
も、　

今
後
の
金
融
政
策
な
ど
を
注
視
し
つ
つ、　

安
全
性
と
流
動
性
を
確
保
し

た
上
で
の
効
果
的
な
運
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に、　

専
門
的
知
識
を
有
す
る
職
員
の
育
成
に
努
め
る
な
ど、　

基
金
や
歳
計
現
金
の
効
率
的
な
運
用
に
取
り
組
ま
れ
た
い。

　
　
④　

着
実
な
行
財
政
改
革
の
推
進

　
　
　

�

　
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
指
定
管
理
者
制
度
の
推
進、　

出
資
法
人
経
営
健
全
化
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
た
経
営
改
善
な
ど、　
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
や
ま
な
し
総
合
計
画
に
基
づ
き、　

行
財
政
改
革
の
着
実
な
推

進
に
取
り
組
ま
れ
た
い。




